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Bern,Switzer1and.(絶版)

地形図北部･北東都を除く沿岸地域の大都分について25万分

の1地形図がGeodaetiskInstituttより出版されている

(Guide1inesonGreen1andExpeditins,2ndEd.の8

-9ぺ一ジ参照).
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〔編集委員会註〕この原文は1986年8月,グリｰンランドでの

学術調査計画をする人の為に書かれたものであるが,今回の発

表ではその中のrグリｰンランドで二の学術調査活動｣の章を省

き,第I[章のrグリｰンランドの地質の特色｣を万原舜三氏が文

献をもとに加筆した.C02による地球温暖化たどに関してグリ

ｰンランドにも関心が高まっている今日,同地域の一般事情を

知る材料としてここに掲載する.
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地球資源衛星1号

通産省と科学技術庁とが共同開発を行っている地球観

測衛星.英語名はJERS-1(JapanesEarthResOurcesa-

e11ite-1).1992年にH-1Aロケットで打ち上げられる予

定.搭載される観測機器としては,光学センサ(OPS)

と合成開口レｰダ(SAR)とがある.

前者は,可視一近赤外域に4バンド,短波長赤外域に

4バンドを有し,地表面で反射された太陽光を地上分解

能18×24mで観測し,幅㎞の画像を得る.可視一近赤外

域のうちの2バンドは,B/H比｡.3の実体視機能を持つ

ため,地形や地質構造の解析に有効であると期待されて

いる.しかもフランスのSPOT衛星の側方視方式とは暗

なり,同～軌道内でステレオペアを取得する･前方一直下

視方式のため,地表面の時問的変化の影響をほとんど受

けたい.短波長赤外域では,1.6μm付近に1バンド,

2.2μm付近に3バンドを持つ.この波長域では,これま

ではランドサットTMが2バンド有するのみであった.

2.2μm付近には,粘土鉱物や炭酸塩鉱物だとが特徴的な

吸収を持つため,熱水変質帯や石灰岩だとの識別,マッ

ピングに威力を発揮するものと思われる.

図地球資源衛星1号の外観

合成開口レｰダは,波長約20cmのLバンドと呼ばれ

る帯域のマイクロ波を地表面に発射し,その反射波を受

信する能動方式のセンサである.地上分解能は18㎜,走

査幅は75㎞｡マイクロ波は,雲や霧を透過するため,

雲に覆われていることの多い熱帯や極地域などの地形マ

ッピングに有効であろう.また,マイクロ波は,植生や

砂だどをある程度は透過するという特長があり,その効

果が注目されている.(地殻熱部山口靖)
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